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■町長年頭あいさつ
■�空き家にしないための備えを
■�民生委員・児童委員の一斉改選

　今月の表紙はさくら工芸品工房内
「W&Co.」（ダブルアンドコ）の若本
ひろみさん。
　12 月、彼女が手がけるドライフラ
ワーを使ったしめ縄飾りは、ワーク
ショップなどを通じて、訪れた人々
の冬の暮らしに豊かな彩りを添えま
した。　　（関連記事は 18ページ）



位
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
喜
ば
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
思
い
浮
か
べ
つ
つ
、

こ
の
年
が
世
界
中
に
平
和
を
も
た

ら
し
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
き

年
に
な
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
今
年
の
主
な
取
り
組

み
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■　

安
全
・
安
心

　

ま
ず
防
災
関
係
で
は
、
防
災

マ
ッ
プ
の
改
訂
、
避
難
所
物
品
の

拡
充
・
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
１
月
に
は
、
平
成

26
年
開
催
の
天
女
サ
ミ
ッ
ト
以
来

交
流
の
あ
る
高
石
市
・
倉
吉
市
・

湯
梨
浜
町
の
３
市
町
で
「
災
害
時

相
互
応
援
協
定
」を
締
結
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は
、
昨
年
３

月
に
着
手
し
た
新
町
川
雨
水
ポ
ン

プ
場
建
設
工
事
に
か
か
る
土
木
・

建
築
・
機
械
・
電
気
設
備
の
４
工

事（
総
額
約
11
億
７
千
万
円
余
り
）

が
、
今
年
12
月
に
は
完
成
の
予
定

で
あ
り
、
東
郷
池
の
治
水
対
策
が

さ
ら
に
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
６
年
６
月
に
着
工
し
た
町

道
泊
中
央
線
地
す
べ
り
災
害
復
旧

工
事
（
約
３
億
１
千
９
百
万
円
）

は
、
３
月
に
は
竣し

ゅ
ん
こ
う工
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
か
ら
県
事
業

で
実
施
の
藤
津
地
区
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
は
、
工
期
が
延
び
る

よ
う
で
す
の
で
、
工
期
の
短
縮
を

要
望
し
ま
す
。

　

ま
た
、
橋
り
ょ
う
の
長
寿
命
化

を
図
る
た
め
、
昨
年
５
月
に
着
手

し
た
つ
わ
ぶ
き
大
橋
橋
り
ょ
う
補

修
工
事（
約
２
億
８
千
８
百
万
円
）

は
、
令
和
９
年
３
月
末
の
完
成
を

目
指
し
、
２
業
者
で
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
今
年
は
、
新
た
に
南
谷

公
園
大
橋
橋
り
ょ
う
補
修
工
事
に

も
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■　

ま
ち
づ
く
り

　

旧
北
溟
中
学
校
の
跡
地
利
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
年
初
か
ら
積
極

的
に
誘
致
活
動
を
再
開
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
に

着
手
し
た
旧
北
溟
中
学
校
跡
地

の
周
辺
道
路
整
備
（
北
側
、
約

３
千
６
百
万
円
）
は
、
今
年
２
月

に
は
完
成
し
、
今
年
は
西
側
の
道

路
整
備
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
県
事
業
で
行
わ
れ
て
い

る
国
道
１
７
９
号
「
は
わ
い
バ
イ

パ
ス
」
は
、
令
和
８
年
度
の
完
成

を
目
指
し
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
国
際

化
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
く
つ
か

核
と
な
る
団
体
な
ど
が
で
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
効
果
的
な
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

　

今
年
は
米
国
ハ
ワ
イ
郡
と
の
姉

妹
都
市
提
携
30
周
年
に
当
た
り
、

ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
に
フ
ラ
ダ

ン
ス
を
描
い
た
記
念
の
レ
リ
ー
フ

が
完
成
し
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
郡

長
を
お
招
き
し
て
除
幕
式
を
実
施

し
、
関
係
の
深
化
が
図
ら
れ
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

■　

産
業
の
振
興

　

農
業
の
面
で
は
、
着
工
か
ら
３

年
余
り
の
今
滝
梨
生
産
団
地（
２
・

５
㌶
）
が
７
月
に
竣
工
し
ま
す
。

湯
梨
浜
の
梨
づ
く
り
に
更
な
る
息

■　

新
年
の
あ
い
さ
つ

　

皆
さ
ま
、
新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
当
町
に
と
っ
て
は
、

台
風
な
ど
に
よ
る
大
き
な
被
害
も

な
く
概
ね
安
寧
な
日
々
が
続
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

長
く
続
く
猛
暑
や
夏
の
水
不
足
へ

の
対
応
な
ど
、
梨
や
米
農
家
の
皆

さ
ま
に
は
、大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ

た
こ
と
と
拝
察
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
物
価
の
高
騰
、
円
安
、

人
件
費
の
ア
ッ
プ
な
ど
、
皆
さ
ま

が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
こ
れ
ら

を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
松
崎
の
三
八

市
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ま
の
、
過

疎
地
域
の
課
題
解
決
を
図
る
全
国

大
会
で
総
務
大
臣
表
彰
の
受
賞
、

街
の
住
み
こ
こ
ち
ラ
ン
キ
ン
グ

で
、
本
町
が
街
の
幸
福
度
、
住
み

続
け
た
い
街
で
い
ず
れ
も
県
で
一

吹
が
吹
き
込
ま
れ
成
長
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
温
泉
熱
を
活
用
し
た
マ

ン
ゴ
ー
栽
培
お
よ
び
本
町
の
果
物

の
６
次
産
業
化
を
検
討
し
ま
す
。

■　

生
活
・
環
境

　

町
内
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

把
握
し
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
、
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

　

昨
年
に
続
き
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

の
分
別
回
収
を
モ
デ
ル
的
に
実
施

し
、
そ
の
状
況
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和
12
年
４
月

の
本
格
実
施
に
向
け
、
出
前
講
座

あ
る
い
は
地
区
集
会
な
ど
に
よ
り
町

民
の
皆
さ
ま
に
周
知
を
図
り
ま
す
。

■　

福
祉

　

地
域
福
祉
、
介
護
保
険
、
障
が

い
者
・
障
が
い
児
に
か
か
る
計
画

を
策
定
し
、
支
援
が
必
要
と
さ
れ

る
皆
さ
ま
を
全
力
で
支
え
ま
す
。

福
祉
課
の
相
談
窓
口
「
ほ
っ
と
て

ら
す
」
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■　

健
康
づ
く
り

　

受
診
者
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
集
団
健
診
の
予
約
を
従
来
の

保
健
推
進
委
員
さ
ん
に
よ
る
「
希

望
調
査
表
」
の
配
布
・
回
収
ま
た

は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
実
施
し
て
い
た
も
の

２
０
２
６
年
年
頭
あ
い
さ
つ

み
ん
な
の
力
で
魅
力
と

	

　
　

活
気
に
満
ち
た
町
に

湯
梨
浜
町
長
　
宮
脇
正
道
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 2025 年まちの出来事 を
、
新
年
度
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た
は

電
話
申
し
込
み
に
変
更
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
続
き
内
閣
府

の
交
付
金
制
度
を
活
用
し
健
幸

ポ
イ
ン
ト
事
業
を
継
続
し
ま
す
の

で
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

た
め
、
特
に
65
歳
以
上
の
皆
さ
ま

の
「
ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
」

へ
の
ご
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■　

子
育
て
支
援

　

今
年
か
ら
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
の
取
り
組
み
を
始
め
ま

す
。
医
療
機
関
や
講
演
な
ど
で
正

し
い
知
識
を
身
に
付
け
ら
れ
、
ご

自
身
の
健
康
あ
る
い
は
将
来
の
妊

娠
な
ど
に
備
え
、
20
歳
に
な
っ
た

ら
健
診
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
勧

め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
は
、「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
を
始
め
る

予
定
で
す
。
子
育
て
家
庭
の
支
援

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

加
え
て
、
春
ご
ろ
に
は
、
民
間

に
よ
る
こ
ど
も
園
の
建
設
も
見
込

ま
れ
ま
す
。

■　

教
育
・
文
化

　
３
月
ま
で
に
町
立
小
・
中
学
校

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
１
５
５
４
台

を
購
入
し
、４
月
に
更
新
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
立
小
・
中
学
校
体
育

館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
向
け
た
基

本
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
学
校
部
活
動
の
地

域
展
開
を
図
る
た
め
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
文
化
団
体
、
外
部

指
導
者
な
ど
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
て

取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《１月》
▽�町ホームページをリニューアル
▽�副業人材活用推進団体としてプロフェッショナルア

ワード 2024 を受賞
▽病児保育室「キッズケアポノ」が運営を開始
《２月》
▽�町長がハワイ郡を訪問し、新郡長キモ・アラメダ氏
と姉妹都市関係更新の盟約書に署名

《３月》
▽�松崎地区内水対策事業の新町川雨水ポンプ場建設工
事に着手

▽�ハワイアロハホールに太陽光発電設備、蓄電設備、
LED照明を設置

▽�大山加奈さんによるバレーボール教室を開催
▽�大阪府泉佐野市と地域産品の発信と持続的な交流発
展を目的に「ふるさと逸品協定」を締結

《４月》
▽こども家庭センターを開設
▽�新たじりこども園が開園
▽羽合第３放課後児童クラブを開設
▽産後ケア事業温泉型を開始
▽町議会議員一般選挙を執行
《５月》
▽�町と有限会社米村木工が連携して開発した、グラウ
ンド・ゴルフの発祥地モデル用具「ROOTS in HERE」
が発売

▽�強風と急潮により小浜沖合の定置網が損壊する被害
が発生

《６月》
▽�若者定着による地域活性化や人材育成などのため、学

校法人藤田学院と包括連携協定を締結
《７月》
▽�「ONSEN・ガストロノミーウォーキング in湯梨浜町・
はわい温泉東郷温泉」が、一般社団法人ONSEN・ガ
ストロノミーツーリズム推進機構「レジェンド開催
地賞」を受賞

▽�湯梨浜ペアー・カウコーヒー完成発表会を開催
《８月》
▽�ゆりはまアイス新作発表会を開催し、「平飼いたまご
の濃いプリンアイス」をお披露目

《10月》
▽�企業版ふるさと納税を活用した「新たながん検診推
進支援事業（精密がん検診）」を開始

▽�第 12 回ゆりはま天女ウオーク開催。済州オルレと
の「友情の道」協定５周年を記念し、韓国から 17
人が参加。記念交流会を開催

▽�「料理のまち湯梨浜」お披露目会を水明荘で開催
▽�全国過疎問題シンポジウム2025in とっとり分科会を
松崎地区で開催

《11月》
▽�「ゆりはまスポーツの日」に、ミスター駅伝こと岡
本直己さんの講演会と陸上教室を開催

▽�泊小学校創立 150 年記念事業実行委員会からの寄付
金を原資に、泊小学校に複合遊具を設置

《12月》
▽�安楽寺県保護文化財指定記念講演会を開催
▽�「街の住みここちランキング中国地方版」で、本町
が街の幸福度で２位、住み続けたい街で６位にラン
クイン

　

ま
た
、
羽
衣
石
城
跡
な
ど
の
国

史
跡
指
定
に
つ
い
て
は
、
昨
年
暮

れ
の
国
の
文
化
審
議
会
か
ら
の
答

申
に
伴
い
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
ほ
か
、
講
演

会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る

な
ど
、
機
運
を
醸
成
し
つ
つ
活
用

法
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

■　

デ
ジ
タ
ル
・
事
務
の
効
率
化

　

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
は
、
20
業
務
の
う
ち
18
業
務
は

昨
年
９
月
か
ら
稼
働
し
、
残
り
の

２
業
務
は
令
和
10
年
度
以
降
に
な

る
見
込
み
で
す
。
本
町
独
自
の
取

り
組
み
は
、
昨
年
か
ら
進
め
て
き

た
事
務
の
効
率
化
に
加
え
、
明
確

な
ル
ー
ル
の
下
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活

用
に
よ
り
、
事
務
経
費
、
人
件
費

の
削
減
と
業
務
内
容
の
質
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

■　

結
び
に

　

性
別
・
年
齢
を
問
わ
ず
、
町
民

一
丸
と
な
っ
て
、
住
み
や
す
く
魅

力
と
活
気
あ
ふ
れ
る
町
を
作
り
ま

し
ょ
う
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

参
画
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
行
す
る
中
、
空
き
家
の
増
加
は
全
国
的
に
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
は
誰
か
が
住
ん
で
い
て
も
、
将
来
的
に
相
続
な
ど

に
よ
り
空
き
家
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
空
き
家
に
な
っ
た
と
き
の
処
分

や
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
、
早
め
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
に
し
な
い
た
め
の
備
え
を

空
き
家
は
急
速
に
劣
化
が
進
行

　

住
宅
は
、
ひ
と
た
び
空
き
家
に

な
る
と
急
激
に
劣
化
が
進
行
し
、

資
産
価
値
が
低
下
し
て
し
ま
う
ほ

か
、
周
囲
の
景
観
や
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
さ
ら
に
長
年

放
置
さ
れ
て
老
朽
化
が
進
む
と
、

倒
壊
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
「
危
険

家
屋
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
方
、
空
き
家
に
な
る
前
の
段

階
で
あ
れ
ば
、
賃
貸
・
売
却
・
親

族
間
で
の
住
み
継
ぎ
な
ど
、
状
態

が
良
い
う
ち
に
多
様
な
選
択
肢
を

検
討
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

家
族
が
集
ま
る
機
会
を
利
用
し

て
、
将
来
ど
う
す
る
つ
も
り
か
を

話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

町
内
の
空
き
家
は
３
１
９
戸

　

令
和
２
年
に
実
施
し
た
「
空
き

家
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
町
内

に
空
き
家
は
３
１
９
戸
あ
り
、
こ

れ
は
町
全
体
の
世
帯
数
の
約
５
％

に
当
た
り
ま
す
。
地
域
別
で
は
、

羽
合
地
域
が
１
０
８
戸
、
東
郷
地

域
が
１
２
３
戸
、
泊
地
域
が
８
８

戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

状
態
別
に
み
る
と
、
倒
壊
の
恐

れ
や
保
安
上
危
険
度
が
高
い
も

の
（
Ａ
）
が
95
戸
、
大
規
模
な
修

繕
が
必
要
な
も
の
（
Ｂ
）
が
61

戸
、
小
規
模
な
修
繕
が
必
要
な
も

の
（
Ｃ
）
が
１
１
６
戸
、
使
用
が

可
能
な
も
の
（
Ｄ
）
が
47
戸
で
し

た
。
比
較
的
状
態
の
良
い
（
Ｃ
）・

（
Ｄ
）
の
空
き
家
が
全
体
の
過
半

数
を
占
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
空

き
家
を
適
切
に
管
理
し
た
り
、
状

態
が
良
い
う
ち
に
売
却
・
賃
貸
な

ど
に
よ
っ
て
利
活
用
に
つ
な
げ
た

り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

A
95 戸
30%

B
61 戸
19%

C
116 戸
36%

D
47 戸
15%

羽合
108 戸
34%

東郷
123 戸
38%

泊
88 戸
28%

●町内の空き家数
状態別 地域別

A：倒壊の恐れや保安上危険度が高いもの
B：大規模な修繕が必要なもの
C：小規模な修繕が必要なもの
D：使用が可能なもの

空
き
家
化
抑
制
の
た
め
の

　
　
　
　
改
修
費
を
支
援
し
ま
す

　

将
来
の
空
き
家
発
生
を
抑
制
す

る
た
め
、
高
齢
者
世
帯
が
居
住
す

る
住
宅
に
若
者
世
帯
が
同
居
す
る

た
め
の
改
修
を
行
う
場
合
、
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
役
場
デ
ジ
タ
ル
・
み

ら
い
戦
略
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
経
費

　

若
者
世
帯
の
同
居
に
必
要
な
改

修
工
事
（
必
須
）、
設
計
、
家
財

処
分
、
外
構
整
備
に
要
す
る
経
費

の
２
分
の
１

■�

補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の

20
％
（
上
限
１
０
０
万
円
）

■
注
意
事
項

▼�

原
則
と
し
て
工
事
完
了
後
10
年

間
、
同
居
を
継
続
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼�

工
事
着
手
前
に
補
助
金
を
申
請

し
、
同
一
年
度
内
に
完
了
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

空
き
家
・
空
き
地
情
報
バ
ン
ク

　

町
で
は
、
空
き
家
・
空
き
地
の

売
却
や
賃
貸
を
希
望
す
る
所
有
者

と
、
空
き
家
・
空
き
地
の
利
用
希

望
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
「
空

き
家
・
空
き
地
情
報
バ
ン
ク
」
を

運
営
し
て
い
ま
す
。
物
件
の
登
録

に
つ
い
て
は
（
公
社
）
鳥
取
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
と
連
携
し
て

お
り
、
売
却
金
額
の
相
場
や
修
繕

な
ど
に
つ
い
て
専
門
的
な
立
場
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

近
い
う
ち
に
空
き
家
に
な
る
予

定
の
住
宅
に
つ
い
て
も
バ
ン
ク
登

録
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

A
95 戸
30%

B
61 戸
19%

C
116 戸
36%

D
47 戸
15%

羽合
108 戸
34%

東郷
123 戸
38%

泊
88 戸
28%

【問い合わせ】
▼�利活用について＝役場デジタ
ル・みらい戦略課（℡ 35-3141）
▼�解体について＝役場建設水道課
（℡ 35-5312）
▼�空き家に付属する農地について
　＝町農業委員会事務局
　（℡ 35-5389）
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【問い合わせ】役場福祉課（℡ 35-5373）

担当地区 名前
田後南部 礒江　悦子
田後北部 中垣　秋夫

東田後１～４･７・12 山下　和子
東田後５･６･８～ 11 中嶋　一貴

長瀬西部、はわい長瀬団地 浦田　真二
長瀬中部１～３・４の一部・５ 鳥羽　哲久

長瀬中部４の一部・６～８ 川上　寛史
水下 米原　信子

長瀬中央、長瀬東部 岩本美紀雄
久留西 山田　雅克
久留東 荒井　道之
浜、新川 松原　厚子
はわい温泉 櫻井　亮宣
上浅津南部 若木　昌子
上浅津北部 北村　弘子
下浅津 𠮷岡　悟志

南谷、光吉 山下　裕幸
橋津１～８ 伊木まり子

橋津９～ 12、上橋津、赤池 平田　春美
宇野１～４ 尾坂　寿彦
宇野５～７ 渡辺　晶子
筒地、小浜 岡田　正人

石脇 松本　礼子
泊１、泊２、港 原田　章生
泊３、泊４ 草刈　一雄
泊５、泊６ 磯本　義寛
園、浜山 木村みち代

担当地区 名前
原 藤井　孝明
宇谷 戸羽　君男

宮内、藤津 瀧本　京子
野方、白石 山田　政則

方地 前田　徳雄
漆原、北福、福永 未定
引地、小鹿谷、田畑 岩本　　馨

田畑二 椋田　尚子
国信、別所、方面 森田　雄治
高辻、川上、麻畑 未定
久見、中興寺 有澤　信子
旭の一部、龍島 藤田　泰子
旭の一部、松崎五 清水　　勝

松崎一 川﨑真知子
松崎二、松崎三、松崎四 下山　和代

長和田、三通田 岡本　尚美
長江 山根　和彦

長江２、レ－クタウン、レークサイド 大江　智江
門田、尾長 前田　健文

佐美、埴見、白樫 谷本　法一
野花、羽衣石 山下　幸栄

　民生委員・児童委員の任期満了に伴う一斉改選が行
われ、12 月１日付で民生委員・児童委員 46 名、主
任児童委員３名が厚生労働大臣から委嘱されました。
　民生委員・児童委員は、地域住民の身近な相談相手
となり助言や情報提供を行うほか、行政や専門機関へ
つなぐ橋渡し役となります。主任児童委員は、子育
ての悩みや相談に応じ、子どもたちの問題について
専門的に対応しています。お気軽にご相談ください。

まちの相談役
民生委員・児童委員

●新委員の皆さん（敬称略）

生活上の問題や困りごとなどを伺います

任期：令和７年 12 月１日～令和 10 年 11 月 30 日

担当地区 名前
羽合地域 西鼻美由紀
泊地域 松田　明子
東郷地域 本庄　和代

●主任児童委員

令和７年 12 月１日現在
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【
問
い
合
わ
せ
】　

役
場
建
設
水
道
課

上
水
道
係
（
℡
３
５ｰ

５
３
２
８
）

下
水
道
係
（
℡
３
５ｰ

５
３
２
９
）

■
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に

　
露
出
し
て
い
る
水
道
管
や
、
屋

外
に
あ
る
蛇
口
な
ど
は
、
凍
結
に

注
意
が
必
要
で
す
。
特
に
低
温
注

意
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
凍
結

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

凍
結
対
策
に
は
、
水
道
管
な
ど

を
保
温
材
で
巻
い
た
後
、
上
か
ら

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
で
巻
く
方

法
が
あ
り
ま
す
。
保
温
材
に
は
、

市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、

厚
さ
が
２
㌢
㍍
以
上
の
毛
布
や
布

な
ど
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
凍
結
し
た
場
合
の
応
急
処
置

　

無
理
に
水
を
出
そ
う
と
せ
ず
、

蛇
口
に
タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
た

後
、
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま

湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を

か
け
る
と
、
ひ
び
割
れ
や
破
裂
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

■
給
水
装
置
の
管
理
区
分

　
給
水
装
置
の
管
理
区
分
は
、
配

水
管
か
ら
メ
ー
タ
ー
ま
で
は
町
が

管
理
を
行
い
、
メ
ー
タ
ー
（
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
含
む
）
か
ら
宅
内

側
に
つ
い
て
は
、
水
道
使
用
者
な

ど
の
管
理
と
な
り
ま
す
。

　

町
の
管
理
す
る
箇
所
で
漏
水
な

ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、
町
が
修

理
し
ま
す
が
、
水
道
使
用
者
な
ど

の
管
理
す
る
箇
所
で
漏
水
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
は
、
町
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
直
接
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
業
者
が
分
か

ら
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
、
今
月
号
の
折
込
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
一
層
厳
し
さ
を
増
し
ま
す
。
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３
℃
前
後
に
な
る

と
、
水
道
管
や
蛇
口
が
凍
結
し
、
水
道
管
が
破
裂
し
て
漏
水
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
漏
水
時
の
修
理
費
お
よ
び
漏
水
分
の
料
金
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
漏
水
に

備
え
、水
道
メ
ー
タ
ー
や
止
水
栓
な
ど
の
位
置
を
日
頃
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
町
で
は
宅
内
漏
水
に
伴

う
上
下
水
道
の
使
用
料
減
免
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
が
、
工
事
費
用

は
自
己
負
担
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

止
水
栓
な
ど
の
適
正
管
理
と

メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
を

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
や
周
辺

の
清
掃
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ

き
、
メ
ー
タ
ー
交
換
や
検
針
作
業

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
積
雪
時
の
検
針
で
は
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
り
の
除
雪

が
検
針
員
の
負
担
と
な
り
検
針
業

務
の
支
障
と
な
り
ま
す
。
ス
ム
ー

ズ
な
検
針
を
行
う
た
め
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
り
の
除
雪
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
管
の
凍
結
に
注
意
！

配水管

公道など

給水装置

メーターボックス

止水栓 水道メーター

町の管理：　　　　部分　水道使用者などの管理：　　　　部分

宅地

●給水装置の管理区分

水
道
管
の
凍
結
に
注
意
！

　
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
一
層
厳
し
さ
を
増
し
ま
す
。
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３
℃
前
後
に
な
る

と
、
水
道
管
や
蛇
口
が
凍
結
し
、
水
道
管
が
破
裂
し
て
漏
水
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
漏
水
時
の
修
理
費
お
よ
び
漏
水
分
の
料
金
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
漏
水
に

備
え
、水
道
メ
ー
タ
ー
や
止
水
栓
な
ど
の
位
置
を
日
頃
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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①
事
前
準
備

　
「
書
か
な
い
確
定
申
告
」
へ
の
切
り
替
え
を
進
め
る
た
め
に
、
倉
吉
税
務
署
が
開
設
す
る

申
告
相
談
ま
た
は
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
告
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

税
務
署
と
町
の
申
告
相
談
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
広
報
ゆ
り
は
ま
２
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

確
定
申
告
は対象 書類 期間 送付時期（予定） 問い合わせ

医療費控除

国民健康保険
医療費通知
（医療費のお知らせ）

令和７年１月～３月分、
４月～７月分 送付済み

健康推進課
（℡ 35-5372）令和７年８月～ 10 月分 令和８年１月下旬

令和７年11月～12月分 令和８年２月中旬

後期高齢者医療
医療費のお知らせ

令和７年１月～ 10 月分 令和８年１月中旬 県後期高齢者
医療広域連合
（℡ 32-1095）令和７年11月～12月分 令和８年２月下旬

※上記以外の人には、各医療保険者（健康保険組合など）から送付されます。

おむつ使用証明書 令和７年 12 月末時点
※詳しくは、下記関連
記事をご覧ください。 必要な場合は右の

各問い合わせ先に
申し込んでください。

各医療機関

おむつ使用確認書 福祉課
（℡ 35-5379）

社会保険料
控除

国保税・介護、
後期高齢の保険料
支払済証明書

令和７年１月～ 12 月分 町民生活課
（℡ 35-3116）

国民年金控除
証明書

令和７年１月～ 12 月分 送付済み
倉吉年金事務所
（℡ 26-5311）令和７年 10 月以降に

初回納付 令和８年２月上旬

障害者控除 障害者控除
対象者認定書 令和７年 12 月末時点 送付済み 福祉課

（℡ 35-5379）

■確定申告に必要な書類の送付時期と問い合わせ

で

倉
吉
税
務
署
の
申
告
相
談

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
オ
ン
ラ
イ
ン
申
告

②�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
カ
ー
ド
利
用

③
マ
イ
ナ

　
ポ
ー
タ
ル
連
携

④
作
成
コ
ー
ナ
ー

【問い合わせ】
倉吉税務署
　（℡ 26-2721）
役場町民生活課
　（℡ 35-3116）

　令和７年 12 月 31 日現在で要介護認定を受けてお
り、認定に係る主治医意見書の日常生活自立度（寝
たきり度）が「寝たきり」かつ尿失禁の可能性 が「あ
り（尿カテーテル使用も含む）」と記載されている
人を対象に、確定申告で医療費控除の対象となるお
むつ使用確認書を発行します。窓口に来られる人の
本人確認書類をご持参のうえ、申請してください。

■申請・問い合わせ
　役場福祉課（℡ 35-5379）
※医療費控除の対象となるおむつ使用確認書の発行
要件に該当しない人であっても、医師が発行する「お
むつ使用証明書」で、おむつにかかる費用を医療費
控除の対象とすることができます。発行については、
かかりつけの医師にご相談ください。

おむつ代の医療費控除

　

次
の
内
容
を
含
む
確
定
申
告

は
、
町
が
開
設
す
る
申
告
相
談
で

は
申
告
で
き
ま
せ
ん
。
倉
吉
税
務

署
が
開
設
す
る
申
告
相
談
ま
た
は

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

告
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
青
色
申
告
▼
消
費
税
申
告
▼
株

式
、
不
動
産
の
譲
渡
所
得
の
申
告

（
公
共
工
事
の
た
め
の
収
用
含
む
）

▼
暗
号
資
産
（
仮
想
通
貨
）
取
引

所
得
の
申
告
▼
株
式
な
ど
の
配
当

所
得
の
申
告
▼
株
式
な
ど
の
譲
渡

損
失
の
繰
越
申
告
▼
山
林
所
得
の

申
告
▼
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

（
１
年
目
）
▼
準
確
定
申
告
（
亡

く
な
ら
れ
た
人
の
申
告
）
▼
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
寄
付
先
が
５
自

治
体
を
超
え
て
い
る
申
告

　

右
の
内
容
を
含
ま
な
い
確
定
申

告
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税
の
確
定

申
告
は
自
宅
で
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
オ
ン

ラ
イ
ン
申
告
の
利
用
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

※税務署の申告相談の手続き、準備品などについては、国税庁のホームページ「令
和７年分確定申告特集（準備編）」でご確認ください。
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■償却資産に当たる主なもの
　償却資産とは、農林漁業や営業、工場または不動
産業などの事業のために用いる構築物、機械設備、
車両および運搬具、器具備品などのことで、土地や
家屋と同様に固定資産税の課税対象です。ただし、
自動車税や軽自動車税の課税対象となるものなどは
除きます。
■申告方法
　毎年申告している人には、12 月下旬に関係書類を
発送しますので、期限までに申告してください。昨
年の申告内容と変更がない場合や、減価償却を終え

　町内に償却資産を所有している人は、毎年１月１日時点の所有状況を申告してくだ
さい。申告書の提出期限は２月２日（月）ですので、お忘れのないようお願いします。

ている場合、廃業、休業した場合も申告が必要です。
　新たに申告する人は、役場町民生活課または東郷・
泊各支所に備え付けている関係書類にて申告してく
ださい。なお、地方税ポータルシステム「eLTAX」
による電子申告も可能です。
■令和８年度申告（今回）からの変更点
　償却資産申告書と種類別明細書の様式が変更さ
れ、控えの送付を廃止しました。控えが必要な人は、
各自コピーするなどしたうえでご提出ください。
■提出先　役場町民生活課または東郷・泊各支所
■問い合わせ　役場町民生活課（℡ 35-3117）

償却資産の申告をお忘れなく！
令和８年度は２月２日（月）まで

令
和
８
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

●町内の放課後児童クラブ
児童クラブ名 開設場所 対象在籍児童
羽合第１ 羽合小学校敷地内 羽合小学校※

羽合第２ ハワイアロハホール敷地内 羽合小学校※

羽合第３ 旧たじりこども園 羽合小学校※

東郷第１ 東郷小学校 東郷小学校（東郷・松崎・舎人地区）
東郷第２ 花見コミュニティー施設 東郷小学校（花見地区）
泊 泊小学校 泊小学校

※羽合地域の放課後児童クラブ利用対象は、以下の子ども会の区割りです。
　羽合第１＝宇野、橋津・赤池・上橋津、南谷、下浅津、上浅津、温泉、新川、浜
　羽合第２＝久留西、光吉・久留東、水下、長瀬東部、長瀬中部、長瀬中央、長瀬西部
　羽合第３＝田後北部、田後南部、東田後１、東田後２、東田後３

利
用
受
け
付
け
開
始

　
児
童
が
利
用
対
象
者
に
該
当
し
、
利
用
を
希

望
す
る
人
は
、
申
込
書
お
よ
び
必
要
書
類
を
受

付
期
間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

し
込
み
は
利
用
児
童
ご
と
に
お
願
い
し
ま
す
。

■�

利
用
対
象
者　

　

町
立
小
学
校
に
在
籍
す
る
児
童

で
、
保
護
者
の
就
労
な
ど
の
事
由

に
よ
り
、
放
課
後
な
ど
に
家
庭
で

の
子
育
て
が
困
難
な
た
め
、
預
け

ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
児
童

■
受
付
期
間　

１
月
19
日
（
月
）

　

～
２
月
16
日
（
月
）

■
利
用
案
内
・
申
込
書
配
布
場
所

　

役
場
子
育
て
支
援
課
お
よ
び
東

郷
・
泊
各
支
所
、
各
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で
配
布
す
る
ほ
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
町
内
小

学
校
、
こ
ど
も
園
（
５
歳
児
ク
ラ

ス
）
で
も
配
布
し
ま
す
。

■�

受
付
場
所　
役
場
子
育
て
支
援

課
お
よ
び
東
郷
・
泊
各
支
所
、

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

■�
利
用
料
（
月
額
）

【
８
月
】

　

▼
平
日
＝
千
円
▼
長
期
休
業
＝

４
千
円
▼
土
曜
日
＝
５
０
０
円

【
８
月
以
外
】

　

▼
平
日
＝
２
千
円
▼
長
期
休
業

＝
千
円
▼
土
曜
日
＝
５
０
０
円

※
１
日
で
も
利
用
す
る
と
月
額
料

金
が
か
か
り
ま
す
。

■
注
意
事
項

▼�

申
込
者
が
定
員
を
大
幅
に
上
回

る
場
合
は
、
利
用
調
整
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼�

長
期
休
業
の
み
の
利
用
や
、
年

度
途
中
か
ら
の
利
用
に
つ
い
て

も
、
期
間
中
に
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ　

役
場
子
育
て
支

援
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
２
４
）
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健診結果の提供に
　　ご協力をお願いします

■�対象者　40 ～ 74 歳の町国民健康保険加入者のう
ち、職場で健康診断を受診した人
■提供方法　
①�お手持ちの健康診断の結果に下記の検査項目がそ
ろっているか確認してください。

▼�血液検査（血糖・脂質・肝機能）▼尿検査（尿糖・
尿たんぱく）▼血圧・身長・体重・腹囲

※血圧・体重・腹囲は、提出時に役場健康推進課
で無料で検査することができます。
②役場健康推進課に健康診断の結果をご持参ください。
※対象となる健診は健診日が令和７年６月１日か
ら令和８年２月 28 日までのものです。
■提出期限　３月 31 日（火）
■特典
▼提出した人には、粗品をプレゼントします。
▼�ゆりはまヘルシーくらぶ会員には、ポイントを付
与します。

※特定健診結果＝ 200 Ｐ、がん検診結果＝ 1 種目
当たり 100 Ｐ（最大３種目まで）
■問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

　町では、町国民健康保険加入者である 40 歳から
74 歳までの人を対象に特定健康診査（特定健診）
を実施しています。また、健診結果から皆さんの健
康状態を把握し、検査値が基準値以上の人に対して
数値を改善する「特定保健指導」をしています。
　職場で健診を受けている人は、その結果をもって
特定健診の受診に代えることができますので、生活
習慣を見直し、健康の保持・増進に生かすために、
健診結果の提供をお願いします。

職場で健診を受けた国保加入の人は

40歳～ 74歳の

■令和７年度予防接種対象者
▼�令和７年度中に 65・70・75・80・85・90・95・
100 歳のいずれかになる人

▼ �60 歳以上 65 歳未満で、ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫の機能の障がいがあり日常生活がほとん
ど不可能な人

　帯状疱疹は、体の左右どちらかに帯状に、時に痛みを伴う水疱が出現する病気です。
　帯状疱疹を予防する帯状疱疹ワクチンには生ワクチン、組換えワクチンの２種類があり、接種回数や接種
条件、効果とその持続期間、副反応などの特徴が異なりますが、いずれも、帯状疱疹やその合併症に対する
予防効果が認められています。

※100歳以上の人については、令和７年度に限り全
員対象となります。
※対象者には、５月に接種券および予診票をお送り
しました。再発行については、役場健康推進課にご
連絡ください。
■問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

帯状疱疹ワクチン接種はお済みですか？

リチウムイオン電池などの
充電式電池のごみ収集開始
　これまで充電式電池を廃棄する場合は、電器店な
どの JBRC リサイクル協力店へ持ち込む必要がありま
した。令和８年度からは、各集落の年４回の「有害
ごみ」の収集日にゴミ出しができるようになります。
なお、使い切り電池の回収も継続して行います。電
器店などの持ち込み回収も引き続きご利用ください。

■電池のごみの出し方
　～電池は使い切る・衝撃を与えない・必ず絶縁処
理を行う～

令和８年４月から

▼リチウムイオン電池
▼ニカド電池
▼ニッケル水素電池
▼モバイルバッテリー

令和８年度から「有害ごみ」
回収対象となる充電式電池

※下記の電池は令和８年度以降も「有害ごみ」回
収対象外です
▼鉛蓄電池＝専門業者に依頼してください
▼�膨張した電池全般＝役場町民生活課にお問い合わ
せください

■問い合わせ　役場町民生活課（℡ 35-5318）

接種回数 助成期間 １回当たりの助成額

生ワクチン １回 ３月 31 日（火）まで 4,860 円（自己負担金 4,000 円）

組換えワクチン ２カ月以上の間隔をあけて２回 １回目は１月 31 日（土）まで
２回目は３月 31 日（火）まで

12,060円（自己負担金10,000円）
※２回助成

9 広報ゆりはま



い
き
い
き
！
農
業
！
～
農
業
委
員
会
だ
よ
り
～

【問い合わせ】
町農業委員会事務局（℡ 35-5389）

農地賃借料情報（10a当たり）
▼令和７年１月から 12月までに締結（公告）された賃貸借の賃借料水準

地域 合計 無償 有償
有償の賃借料

平均額 最高額 最低額
田
（
水
稲
）

羽合 118 件 114 件 ４件 4,462 円 6,000 円 2,273 円
東郷 145 件 144 件 １件 5,000 円 5,000 円 5,000 円
泊 　１件 １件 ー ー ー ー

畑（
普
通
畑
）

羽合    29 件 ７件 22 件 9,761 円 12,717 円 5,000 円
東郷    11 件  ８件 ３件 13,893 円 20,000 円 6,680 円
泊 ５件 4件 １件 50,000 円 50,000 円 50,000 円

畑
（
果
樹
）

羽合    １件  ー １件 29,412 円 29,412 円 29,412 円
東郷     13 件    ４件 ９件 6,714 円 15,251 円 3,348 円
泊 ー ー ー ー ー ー

地域 合計 無償 有償
有償の賃借料

平均額 最高額 最低額
町全域 323 件 282 件 41 件 9,594 円 50,000円 2,273 円
割合 100％ 87.3％ 12.7％
●内訳

作業名（種目） 基準単位 標準額
（税込） 備考

一般農作業 １時間 1,050 円

草刈り １時間 1,850 円 モアなど使用の場合は
別途協議

水　
田

耕うん

荒起こし 10a 7,700 円
２回目以降 10a 5,800 円
うね立・うねくずし・整地 10a 15,900 円 反転プラウも同様

病害虫対策（秋季） 10a 6,100 円 高回転・浅耕うん
（ジャンボタニシ対策）

片培土 100m 1,300 円
あぜつくり １m 80 円 片あぜ
代かき 10a 7,400 円

田植え
普通田 10a 7,800 円 薬剤同時処理 600 円増

（薬剤代別）側条施肥田植え 10a 8,400 円
肥料散布 改良剤 10a 1,800 円 機械散布・肥料代別
農薬散布 粉粒剤 10a 1,800 円 機械散布・薬剤代別
バインダー 10a 9,100 円 ひも代含む

コンバイン
カッター 10a 17,200 円
全結束・交互結束 10a 19,400 円 ひも代含む

ハーベスター 10a 8,100 円

もみ運搬 フレコン 10a 2,400 円 袋使用料 10a あたり
500 円別

ロールべーラー 10a 6,500 円 稲わら代別

稲わら

コンバイン（カッター） 10a 3,300 円
コンバイン（結束） 10a 5,400 円 道路べり集積は

10a あたり 5,000 円加算はで掛け １把
わ

10 円

普通畑耕うん 10a 6,500 円
機械オペレーター賃金 １時間 1,800 円 バックホー

　町農業委員などが農地に関する
相談に応じます。
日時　１月 15 日（木）９時〜 12 時
　（受付は 11 時 30 分まで）
※日程は変更することがあります。
場所　役場別館２階　第３会議室
相談内容　農地賃借、農地転用、
　農業者年金など

農家相談会

　
農
業
委
員
会
定
例
総
会
に
お
い
て
、
令
和
８
年
の
農
作
業
に
か
か
る
労
働
賃
金
の
標
準
額
を
決
定
し
ま

し
た
。
左
表
の
標
準
額
を
も
と
に
、
土
地
条
件
や
作
業
内
容
な
ど
を
考
慮
し
て
、
当
事
者
間
で
決
定
し
て

く
だ
さ
い
。な
お
、未
整
備
田
、５
㌃
未
満
の
田
や
湿
地
な
ど
の
環
境
不
良
田
は
20
％
増
を
基
準
と
し
ま
す
。

令
和
８
年
農
業
労
働
賃
金
等
標
準
額
表

作業名（種目） 基準単位 標準額（税込） 備考

果
樹

果樹せん定 １時間 1,500 円
果樹 SS 防除 10a １回 2,500 円 基本防除回数 20 回（薬剤代別）年間 50,000 円
棚張り １時間 1,500 円
ビニール張り １時間 1,250 円

【参考】JA東郷果実部 協定賃金表（抜粋）
詳しくは、JA東郷果実部（℡ 32-2112）へお問い合わせください。

※畑（普通畑）泊 有償１件50,000円は、ビニールハウスを含む
※畑（果樹）羽合 有償１件29,412円は、ビニールハウスを含む
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考
え
よ
う
そ
の
一
言
の
重
大
さ

　
　
　
　
　
羽
合
小
６
年　
橋
本
涼
佑

大
丈
夫
？
そ
の
気
づ
か
い
で
笑
顔
さ
く

　
　
　
　
　
　
泊
小
６
年　
德
井
紗
菜

一
人
じ
ゃ
な
い
誰
か
が
君
の
そ
ば
に
い
る

　
　
　
　
湯
梨
浜
中
２
年　
中
山
稟
士

助
け
合
い
一
人
の
勇
気
が
心
の
支
え

　
　
　
　
　
東
郷
小
６
年　
椋
田
莉
央

　　
最
優
秀
作
品
は
、
今
後
１
年
間
、
町

の
人
権
啓
発
に
使
用
し
ま
す
。

　
ま
た
、
東
伯
郡
同
和
対
策
協
議
会
の

人
権
標
語
募
集
に
お
い
て
、
中
山
稟
士

さ
ん
の
作
品
が
「
中
学
生
の
部
」
の
優

秀
賞
に
、
麻
田
恒
太
さ
ん
の
作
品
が

「
小
学
生
の
部
」
の
優
秀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

令
和
７
年
度
人
権
標
語

　

町
で
は
、
毎
年
７
月
か
ら
８
月
ま

で
の
間
に
人
権
標
語
を
募
集
し
て
お

り
、
今
年
は
４
７
２
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
町
人
権
教
育

推
進
大
会
実
行
委
員
会
が
最
優
秀
作

品
１
点
、
優
秀
作
品
５
点
を
選
考
し
、

同
大
会
で
表
彰
し
ま
し
た
。

　
選
考
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

最
優
秀
作
品

思
い
や
り
と
ど
け
て
つ
な
ぐ
笑
顔
の
輪

　
　
　
　

  

羽
合
小
６
年　
麻
田
恒
太

優
秀
作
品

こ
の
町
に
す
て
き
な
笑
顔
広
げ
よ
う

　
　
　
　
　

泊
小
６
年　

箱
﨑
湊
人

町教育委員会生涯学習・人権推進課
（℡ 35-5369）

～思いやり　とどけてつなぐ　笑顔の輪～
人権教育シリーズvol.163

共に生きる―

役場前に設置している人権標語

　羽衣石城は、戦国期に伯
ほ う き の く に

耆国の国人領主として、
主に東伯耆方面で活躍した南条氏が拠点とした山城
跡です。羽衣石山の頂上に位置し、東伯耆一帯を見
渡せる拠点城郭として機能しました。
　城郭構造は、山頂部の古城曲

く る わ

輪群を中心に、西か
ら北西にかけて三つの曲輪群が尾根上に放射線状に
展開しています。さらに、南北には大規模な土塁や
堀を伴った十万寺城や番城 ※ といった出城を築き、
当時の戦闘に応じた築城技術を展開しています。
　発掘調査では、16 世紀後半のものと推定される
土器や陶磁器片が出土しています。特に 1580（天
正８）年から本格化する毛利と織田（羽柴）の攻防
戦における最前線の城であり、戦国期における山陰
地方の政治状況の変化を知る上で極めて重要な史跡
です。
※指定名称は「番城城」ですが、本町では通称の「番城」と表
記しています。

羽
う え し

衣石城
じょう

・十
じ ゅ う ま ん じ じ ょ う

万寺城・番
ば ん じ ろ

城
　　　　　　　　三城が一体で国史跡に

戦国期　毛利対織田の攻防を伝える山城

羽衣石城跡・番城跡航空写真　西から

羽衣石城跡・十万寺城跡航空写真　北から

羽衣石城跡

羽衣石城跡

番城跡

十万寺城跡

　令和７年 12月 19 日に行われた国の文化審議会に
おいて、「羽衣石城跡 附

つけたり

十万寺城跡 番
ばんじろじょうあと

城城跡」（指
定名称）が、戦国期における山陰地方の政治状況の
変化を知る上で重要であると評価され、国史跡に指
定されることになりました。
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中

央

公

民

館
（
℡
３
２ｰ

１
１
１
６
）

中
央
公
民
館
羽
合
分
館
（
℡
３
５ｰ

５
３
４
４
）

中
央
公
民
館
泊
分
館
（
℡
３
４ｰ

３
０
１
１
）

信

館
民

通

湯
梨
浜
文
芸

今
月
の
一
句
・
一
首

公

中
央
公
民
館
事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
じ
さ
い
句
会

春
光
に
大
山
雄
姿
羽
ば
た
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
志
ま
江

達
筆
や
白
寿
の
恩
師
年
賀
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賀
須
井
無
貴

書
初
や
墨
を
は
し
ら
せ
個
性
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　

野
﨑　

敏
子

鉈な
た

持
ち
て
冬
至
南
瓜
切
る
夕ゆ

う
げ餉　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
野
眞
智
子

冬
来
る
安
否
を
問
う
て
鳴
る
電
話　
　
　
　
　
　
　
　

宮
脇　

典
子

集
ひ
た
る
家
族
十
人
雑
煮
食
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
原　

順
美

※
町
内
で
活
動
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
団
体
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各
団
体
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
中
央
公
民
館
ま
た
は
各
分
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【中央公民館泊分館】
●渡辺誠写真展「湯梨浜づくし 2026」
　１月９日（金）～ 30日（金）
【中央公民館】
●�第 17 回「家庭の日」絵画ポスター
巡回展
　１月 21日（水）～ 28日（水）

日�時　１月 18 日（日）
　９時 30 分～ 11 時（開場＝９時）
場所　中央公民館第２研修室
講師　桂小文吾さん
参�加費　無料
持ち物　なし
定員　50 人
申�込期限　１月 15 日（木）
申し込み・問い合わせ　中央公民館

ロ
ビ
ー
展

日時　１月 22 日（木）
　９時～ 11 時 45 分
訪�問場所　県衛生環境研究所、センコー

スクールファーム鳥取
集�合場所　中央公民館泊分館（バスで移
動）または現地集合
持�ち物　なし
定員　20 人
申込期限　１月 14 日（水）
申し込み・問い合わせ
　中央公民館泊分館

大人の社会見学・町内探訪
～食の安心・安全の裏側～

日時　１月 30 日（金）10 時～ 12 時
場所　中央公民館羽合分館多目的室
講�師　田中功さん（FP 事務所ファミリ
代表・ファイナンシャルプランナー）
参加費　無料
持ち物　筆記用具
定員　10 人
申込期限　１月 23 日（金）
申し込み・問い合わせ
　中央公民館羽合分館

大人の社会見学・町内探訪
～食の安心・安全の裏側～

桂小文吾落語公演会
～笑って学ぶ、日本の伝統文化、笑いの芸で、心も地域もあったかく！～～笑って学ぶ、日本の伝統文化、笑いの芸で、心も地域もあったかく！～

桂小文吾落語公演会

物価高に負けない
資産づくりにチャレンジ！

日時　２月８日（日）
　９時 30 分～ 11 時 30 分
場所　中央公民館羽合分館栄養指導室
講�師　野田有里さん（ままごとくらぶ）
参加費　1,500 円
持ち物　エプロン、マスク、三角巾
定員　10 人
申込期限　１月 30 日（金）
申し込み・問い合わせ　中央公民館羽合分館

おやつ作り教室

～バレンタイン・アイシングクッキー～
おやつ作り教室

～バレンタイン・アイシングクッキー～
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町   立   図   書   館（℡ 48-6012）
羽   合   図   書   室（℡ 47-5552）
しおさいプラザとまり（℡ 34-3226）
開館時間／ 10 ～ 18 時
休�館日／１日、２日、３日、５日、

13 日、14 日、19 日、26 日、30 日

おはなし会
1１月 17 日（土）
■場所　羽合図書室
■�内容　読み聞かせグループ
「グー・チョキ・パー」さ
んによるおはなし会です。

2１月 24 日（土）
■場所　町立図書館
■�内容　おはなしグループ
「えほんのおうち」さんに
よるおはなし会です。

3１月 25 日（日）
■場所　しおさいプラザとまり
■�内容　図書館職員によるおは

なし会とかんたん工作です。
※開催時間は全て、10 時 30
分から 11 時までです。

１月の特集コーナー
【町立図書館】
「�マイパワースポット」特集…大自然、聖地、または私的な心安らぐ場所
など、さまざまなパワースポットを特集します。図書館があなたのパワー
スポットになりますように！
【羽合図書室】
「�『午

うま

年』にうまく乗ろう」特集…午年は、行動力、社交性、エネルギー
に満ちた年とされ、特に新しい挑戦や冒険に適した年です。そのきっか
けとなるような応援本を集めました。
【しおさいプラザとまり】
「�心豊かに生きる」特集…新しい一年の始まりに、暮らしを見つめ直すヒ
ントになる一般書やエッセイを集めました。
新春イベント『本の福袋』を借りてみませんか
　テーマに応じたおすすめの本が入った福袋を貸し出します。何が入っ
ているかは借りてからのお楽しみ。
■期間　１月４日（日）10 時～　なくなり次第終了といたします。
■対象　児童・一般
■場所　町立図書館、羽合図書室、しおさいプラザとまり
　　　　※一般の福袋は町立図書館のみです。
20�25 年ベストリーダ　2025 年（期間：１月１日～ 11 月 30 日）

に貸し出しが多かった本を紹介します。
１.（46 回）『架空犯』／東野圭吾
２.（39 回）『カフネ』／阿部暁子
３.（37 回）『成瀬は天下を取りにいく』／宮島未奈
４.（34 回）『クスノキの女神』／東野圭吾
５.（32 回）『昇華』／今野敏
　   　　　　『気の毒ばたらき』／宮部みゆき
６.（31 回）『ブラック・ショーマンと覚醒する女たち』／東野圭吾
　   　　　　『逃亡者は北へ向かう』／柚月裕子
　  　　　　 『猫の刻参り』／宮部みゆき
７.（27 回）『ブラック・ショーマンと名もなき町の殺人』／東野圭吾
　   　　　　『るるぶ愛知 '25』

図書館
だより

進め！協力隊 ～地域おこし協力隊通信～
vol.118

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
粟

屋
で
す
。

　
年
の
変
わ
り
目
が
や
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
皆
さ
ん
は

年
末
年
始
の
過
ご
し
方
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う

か
？　
我
が
家
で
は
、
大
み
そ
か
は
テ
レ
ビ
を
観
な
が

ら
家
族
で
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。
お
正
月
は
初
詣
を
し
て

か
ら
、横
浜
中
華
街
で
お
い
し
い
中
華
料
理
を
食
べ
ま
す
。

こ
れ
が
幼
い
頃
か
ら
全
く
変
わ
る
こ
と
が
な
い
年
末
年
始

の
過
ご
し
方
で
、
何
度
か
「
た
ま
に
は
家
で
ゆ
っ
く
り
過

ご
し
た
い
」「
ど
こ
か
違
う
と
こ
ろ
に
行
き
た
い
」
な
ど

と
言
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
意
見
が
通
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
と
な
っ
て
は
大
好
き
で
心
安
ら

ぐ
時
間
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
「
今
年
の
目
標
」
は
決
め
ま
し

た
か
？　
私
は
毎
年
、大
み
そ
か
に
そ
の
年
を
振
り
返
り
、

お
正
月
に
新
年
の
目
標
を
決
め
ま
す
。
２
０
２
５
年
は
初

め
て
移
住
を
経
験
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
町
で

た
く
さ
ん
の
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
心
の
底
か
ら
、「
楽
し
か
っ
た
」
と

言
え
る
１
年
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
２
０
２
６
年
も
移
住
し
た
時
の
気
持
ち
や
目
標

を
忘
れ
ず
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
町
が
よ
り
よ

く
な
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
日
々
の
活
動
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！
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YurihamaTopics
ゆりはまトピックス まちの話題

地域に広がる人権の輪
部落解放文化祭 2025

名匠のこだわりと技術力に感嘆
安楽寺県文化財指定記念講演会

新しい遊具で元気いっぱい！
泊小学校に複合遊具整備

　このほど、泊小学校創立 150 周年記念事業
として、同校の芝生の校庭に隣接する学園の
森に複合遊具を整備しました。
　この遊具は、同校の教育振興を目的とした、
令和５年度および６年度の泊小学校 150 周年
記念事業実行委員会からの町への寄付金を活
用したものです。
　岡本律子校長は、「この遊具でたくさん遊ん
で、学園の森が子どもたちにとって楽しめる、
憩いの場になればいいなと思います」と感謝
しておられました。

　12 月 8 日、宇野の安楽寺で県文化財指定記
念講演会を開催しました。指定の際に現地調査
を担当された名古屋工業大学の濱田晋一准教授
が、1805（文化２）年に着工された県内最古
級の真宗寺院建築である安楽寺の特徴や文化財
的価値について講演されました。
　町内外から参加した約 70 人が、本堂向

こ う は い

拝の
海
え び

老の全身を彫刻した海老虹
こうりょう

梁など、類例のな
い独創的な意匠が随所に残ることや、雪がたま
らないよう本堂屋根を急勾配にしつつも、向拝
の広さを確保するため向拝部分の垂

た る き

木を強く湾
曲させるといった、山陰の気候と機能性の双方
に配慮した地元大工の創意工夫と技術力につい
て学びました。講演終了後は講師と共に、本堂・
鐘
しょうろう

楼・山門の建築の見どころを見学しました。

新設された遊具で遊ぶ子どもたち

　地区内で育まれた伝統文化や活動の成果を
発表し、部落差別解消をさらに推進すること
を目的とした「部落解放文化祭 2025」を 12
月６日と７日に町立文化会館で開催しました。
　今年は「思いやりとどけてつなぐ笑顔の輪」
をテーマに、地元住民や町内のこども園、小・
中学校の子どもたちによる創作活動の発表や作
品の展示などが行われました。また、地元に古
くから伝わる食文化である「ボテ茶」の体験コー
ナーには多くの親子が訪れ、地元の人にコツを
教わりながらボテ茶を体験しました。

海老虹梁の彫刻について解説する講師

ボテ茶作りを体験
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若者たちが町の未来を考える
ゆりはま若者会議報告会

　湯梨浜中学校の生徒が町の特産品などを
使って完成させたオリジナルカレーの披露会
が、11 月８日に中央公民館で行われました。
　完成したのは野花梅を入れ、ご飯を東郷池
の形にするなど工夫を凝らした「梅ぇ東郷池カ
レー」。生徒13人が広報、デザイン、調理開発、
生産・仕入れと４つの部門に分かれて任務をこ
なして、一つのカレーを作り上げました。

湯梨浜らしさ満点のカレー
湯梨浜カレー PROJECT 完成披露会

身
近
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
役
場
デ
ジ
タ
ル
・
み
ら
い
戦
略
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
６
）

親子で楽しむ秋のステージ
「ファンターネ！小劇場」

　町は、グラウンド・ゴルフと温泉を体験する、
外国人観光客向けの旅行商品を造成するため、
11 月 25 日と 26 日にモニターツアーを実施し
ました。
　モニターは、台湾、韓国、フィリピン、カナ
ダにルーツを持つ旅行会社関係者や記者、イン
フルエンサーなどの６人で、潮風の丘とまりで
グラウンド・ゴルフをプレーしました。このほ
か、創作体験やスーパーなどでの買い物、観光
名所や宿泊施設の視察などを行いました。
　なお、モニターツアーの様子を収めた動画
は多言語で編集され、後日インターネット上
で公開されます。

ＧＧと温泉でインバウンド促進
外国人モニターが来町

　高校１年生から 35 歳までの若者会議委員が
アイデアや意見を出し合い、町に対して提言
を行う「ゆりはま若者会議」の報告会を 11 月
30 日に役場講堂で行いました。
　報告会では 17 人の若者会議委員が３チーム
に分かれて、ゆりはまクッキングフェスの開
催やはわい温泉街の活性化、ゆりはま大運動
会の開催といった提言を報告しました。
　参加した委員は、「地域コミュニティ活動
を促進するために、町を様々な視点で見て実
現性のある事業を考えました」と説明。提言
は、今後の町の政策立案の際に実施が検討さ
れます。

　おかあさんといっしょ宅配便「ファンター
ネ！小劇場」が 11 月 9 日にハワイアロハホー
ルで開催されました。
　“ファンターネ！の仲間たち” とうたのおね
えさんが繰り広げる楽しいステージショーに
約800人の親子が来場。テレビで見慣れたキャ
ラクターたちと音楽に合わせて体を動かした
り一緒に歌ったりして楽しみました。

ファンターネ！ⓒ NHK

提案の報告発表をする若者会議委員

完成したカレーを披露する中学生たち

「トマリ」で盛り上がるモニターツアー参加者

ステージで踊るファンターネ！の仲間たち
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くらしの情報
information

　
（
℡
２
３ｰ

３
９
０
１
）

　
ご
家
庭
や
職
場
な
ど
で
使
い
切
れ

ず
に
残
っ
て
い
る
食
品
を
ご
提
供
く

だ
さ
い
。
子
ど
も
食
堂
や
福
祉
施
設

な
ど
へ
届
け
ま
す
。

受
付
期
間

　
１
月
19
日
（
月
）
～
30
日
（
金
）

受
付
場
所　

役
場
町
民
生
活
課　
　

受�

け
付
け
が
で
き
る
食
品　
賞
味
期

限
が
２
カ
月
以
上
あ
る
も
の
で
、

麺
類
な
ど
の
乾
物
、
米
、
缶
詰
・

レ
ト
ル
ト
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

な
ど
、
未
開
封
で
常
温
保
存
可
能

な
も
の

受�

け
付
け
が
で
き
な
い
食
品　
開
封
し

て
あ
る
も
の
、
生
鮮
食
品
、
み
り
ん・

料
理
酒
を
除
く
ア
ル
コ
ー
ル
類

問�

い
合
わ
せ　
役
場
町
民
生
活
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
０
）

　
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

で
幸
せ
に
成
長
で
き
る
「
こ
ど
も
ま

ん
な
か
社
会
」
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
に
「
第
１
期
湯
梨
浜
町
こ
ど
も

計
画
」
を
策
定
し
、
子
ど
も
の
貧
困

対
策
、
育
成
支
援
、
少
子
化
対
策
な

ど
、
こ
れ
ま
で
個
別
に
分
か
れ
て
い

た
複
数
の
施
策
を
一
つ
に
ま
と
め
、

総
合
的
・
一
体
的
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
計
画
案
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
計
画
案
が
で
き
ま
し
た
ら
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
子
育
て
支
援

課
、
東
郷
・
泊
各
支
所
窓
口
、
中
央

公
民
館
な
ど
で
意
見
の
募
集
の
お
知

ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。

募
集
期
間　
１
月
上
旬
～
２
月
上
旬

問
い
合
わ
せ　
役
場
子
育
て
支
援
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
２
４
）

　
家
庭
や
団
地
な
ど
に
適
し
た
緑
化

用
苗
木
を
比
較
的
安
価
に
あ
っ
せ
ん

し
ま
す
。

申�

し
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
支
払
い
は
振
込
用
紙
を

使
用
し
、
郵
便
局
で
の
振
り
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。
申
込
書
お
よ

び
振
込
用
紙
は
、
役
場
産
業
振
興

課
お
よ
び
東
郷
・
泊
各
支
所
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
申

込
書
な
ど
は
下
記
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

申
込
期
限　
２
月
６
日
（
金
）

注�
意
事
項　
▼
苗
木
の
種
類
や
価
格

は
、
申
込
書
に
記
載
し
て
い
ま

す
。
▼
農
地
へ
の
植
樹
を
検
討
さ

れ
る
場
合
は
事
前
に
農
地
転
用
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
町
農
業
委
員
会
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
９
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
産

業
振
興
課
（
℡
３
５ｰ
５
３
８
５
）

　
国
が
実
施
し
て
い
る
公
共
職
業
訓

練
で
、
再
就
職
に
役
立
つ
実
践
的
な

知
識
・
技
能
が
習
得
で
き
ま
す
。

募
集
科　
３
月
入
所
生

スマホで読める

『広報ゆりはま』
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「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
な
ど

性
別
に
よ
る
思
い
込
み
や
決
め
つ
け

で
〝
も
や
も
や
〟
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？　
そ
の
気
持
ち
や
解
消

策
な
ど
を
込
め
た
川
柳
を
募
集
し
ま

す
。
入
賞
者
に
は
景
品
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
限　
１
月
20
日
（
火
）
必
着

募�

集
内
容　

性
別
に
よ
る
『
ア
ン
コ

ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
』
を
お
題

に
し
た
川
柳

対�

象
者　

県
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
、
在
学
す
る
人

部�

門　
▼
中
学
生
以
下
の
部
▼
高
校

生
～
大
人
の
部

応�

募
方
法　
必
要
事
項
を
記
載
の
う

え
、
持
参
、
郵
送
、
ま
た
は
と
っ

と
り
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
か
ら
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
下
記
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
県
男
女
協
働
未
来
創

造
本
部
県
民
運
動
課

募

集

一

株

植

樹

運

動

放
送
大
学
４
月
入
学
生

公
共
職
業
訓
練
受
講
生

▼
も
の
づ
く
り
溶
接
科

▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

募
集
期
間

　
１
月
13
日（
火
）～
２
月
13
日（
金
）

訓
練
期
間

　
３
月
３
日（
火
）～
８
月
28
日（
金
）

定
員　

　
▼
溶
接
＝
12
人
▼
住
宅
＝
15
人

応��

募
方
法　
受
講
申
込
書
を
管
轄
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

選
考
日　
２
月
21
日
（
土
）

問�

い
合
わ
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倉
吉

（
℡
２
３ｰ

８
６
０
９
）、
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
鳥
取
（
℡
０
８
５
７

ｰ

５
２ｰ

８
８
０
２
）

　
文
部
科
学
省
・
総
務
省
が
所
管
す

る
通
信
制
大
学
で
あ
る
放
送
大
学
で

は
、
幅
広
い
分
野
で
３
０
０
を
越
え

る
科
目
を
用
意
し
て
お
り
、
全
国
ど

こ
に
い
て
も
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
い
つ
で
も
授
業
の
視

聴
学
習
が
可
能
で
す
。

募
集
期
間　
～
３
月
16
日
（
月
）

入�

学
相
談　
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
次
の
問
い
合
わ
せ
先
に

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　
放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
（
℡
０
８
５
７ｰ

３
７ｰ

２
３
５
１
）

　
県
内
の
高
齢
者
同
士
の
交
流
を
広

め
、
仲
間
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ

く
り
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
彩
の
国
さ
い
た
ま

２
０
２
６
」
の
予
選
を
兼
ね
て
開
催

し
ま
す
。

参�

加
資
格　

昭
和
42
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
で
県
内
に
在
住
す
る
人

競�

技　
卓
球
、テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
全
13
種
目

開�

催
日　

令
和
８
年
５
月
以
降
、
種

目
ご
と
に
開
催

開�

催
場
所　
県
中
部
地
区
を
中
心
に

開
催

応�

募
方
法　
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

備
え
付
け
の
参
加
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
４
月
15
日
（
水
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

福
祉
法
人
鳥
取
県
社
会
福
祉
協

議
会
因
伯
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
担

当
（
〒
６
８
９ｰ

０
２
０
１
鳥
取

市
伏
野
１
７
２
９
番
地
５
、
℡

０
８
５
７ｰ

５
９ｰ

６
３
３
８
）

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
燕
趙
園
の
入

園
料
無
料
試
行
期
間
を
行
っ
て
い
ま

す
。
期
間
中
は
、
屋
台
「
つ
ば
め
カ

フ
ェ
」
の
営
業
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
、
お
正
月
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、雑
技
シ
ョ
ー

の
観
覧
は
有
料
で
す
。

期
間　
～
１
月
31
日
（
土
）

問�

い
合
わ
せ　
中
国
庭
園
燕
趙
園
管

理
事
務
所
（
℡
３
２ｰ

２
１
８
０
）

燕
趙
園
の
入
園
料
無
料
試
行
期
間

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

第
１
期
湯
梨
浜
町
こ
ど
も
計
画
（
案
）

　
　
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

こ
れ
っ
て
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
！
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

お
し
ら
せ

因
伯
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
出
場
者

16広報ゆりはま



梨
づ
く
り
相
談
会

「
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？　
退
職
後
の
梨
づ
く
り
」

括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

※
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
８
５
９ｰ

３
７ｰ

６
６
１
１
、
10
時

～
18
時
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
専
門
相
談
員
が
悪
質
商
法
や
契
約

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
や

ヤ
ミ
金
融
で
の
悩
み
事
な
ど
、
消

費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日�

時　
▼
火
曜
日
～
土
曜
日
＝
９
時

～
17
時
30
分
▼
祝
日
の
翌
日
、
月

曜
日
＝
８
時
30
分
～
17
時

※
祝
日
の
翌
日
、
月
曜
日
は
電
話
相

談
の
み

場�

所　
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
２
階

問��

い
合
わ
せ　
中
部
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
℡
２
２ｰ

３
０
０
０
）

　
労
働
者
が
家
族
の
介
護
に
直
面
し

た
場
合
、
離
職
を
選
択
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
み
な
く
る
」（
県
中
小

企
業
労
働
相
談
所
）
で
は
、
介
護
休

業
や
そ
れ
に
伴
う
職
場
で
の
問
題
や

困
り
ご
と
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け

る
こ
と
で
、
仕
事
と
介
護
と
の
両
立

を
目
指
す
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ

　
労
働
相
談
所
み
な
く
る
倉
吉

　
（
℡
０
１
２
０ｰ

６
６
２ｰ

３
９
０
、

　
平
日
９
時
～
17
時
30
分
）

町
県
民
税
第
四
期
、国
民
健
康
保
険
税
第
八
期
、介
護
保
険
料
［
普
通
徴
収
］
第
八
期
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
［
普
通
徴
収
］
第
七
期
の
納
期
限
で
す
。

納
期
限
内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
・
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
・
金
融
機
関
・
役
場
・
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
で
支
払
い
が
可
能
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
生
活
課
賦
課
徴
収
係
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
６
）

２
月
２
日
は

　
高
齢
者
世
帯
の
住
宅
の
防
犯
対
策

に
必
要
な
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

対�

象
者　

町
内
に
居
住
す
る
60
歳

以
上
の
人
、
ま
た
は
そ
の
同
一

世
帯
員

対�

象
費
用　

令
和
７
年
３
月
27
日
以

降
に
購
入
・
設
置
し
た
対
象
機
器

の
費
用

対�

象
機
器　
録
画
機
能
な
ど
を
有
し

た
ド
ア
ホ
ン
、
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ

ン
サ
ー
ラ
イ
ト
、
防
犯
機
能
付
き

電
話
機

助
成
額　
上
限
１
万
５
千
円

申
請
期
限　
２
月
13
日
（
金
）

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
け
付

け
を
終
了
し
ま
す
。

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
総

務
課 （
℡
３
５ｰ

３
１
１
５
）

　
身
体
障
が
い
の
あ
る
人
が
社
会
参

加
を
す
る
た
め
に
、
自
動
車
の
改
造

や
福
祉
車
両
の
購
入
・
改
造
に
必
要

な
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対�

象
者　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
上

肢
・
下
肢
・
体
幹
機
能
障
が
い
な

ど
の
手
帳
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を

受
け
た
人
で
、
自
動
車
の
改
造
や

福
祉
車
両
の
購
入
・
改
造
に
よ
り

就
労
な
ど
社
会
活
動
へ
の
参
加
に

効
果
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

助�

成
額　

▼
自
動
車
の
改
造
＝
20
万

円
以
内
▼
福
祉
車
両
の
購
入
・
改

造
＝
費
用
の
３
分
の
２
（
20
万
円

以
内
）

問
い
合
わ
せ　
役
場
福
祉
課

　

 （
℡
３
５ｰ

５
３
７
４
）

日�

時　
１
月
10
日（
土
）、24
日（
土
）、

31
日
（
土
）

　
13
時
30
分
～
２
時
間
程
度

場
所　
さ
く
ら
工
芸
品
工
房��

２
階

　
「
月
夜
繪
葉
書
店
」

内�
容　
和
と
じ
製
本

参
加
費　
２
千
円

申
し
込
み　
当
日
受
け
付
け
13
時
～

定
員　
３
人
（
先
着
順
）

問�

い
合
わ
せ　
役
場
ま
ち
づ
く
り
企

画
課
（
℡
３
５ｰ
５
３
０
５
）

　
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
見
直
す

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
14
日
（
水
）

　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
役
場
泊
支
所

内�

容　

▼
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
握
力
測

定
、
血
圧
測
定
、
血
管
年
齢
測
定

な
ど
）
▼
健
康
相
談

参
加
費　
無
料

※
電
話
予
約
い
た
だ
く
と
、
ス
ム
ー

ズ
な
相
談
が
可
能
で
す
。　

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

　
目
が
見
え
に
く
く
て
読
み
書
き
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
と
い
っ
た
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日�

時　
１
月
20
日
（
火
）
10
時
～
12
時

場�

所　
役
場
相
談
室
２

相
談
料　
無
料

問�

い
合
わ
せ　
県
視
覚
障
が
い
者
中

部
支
援
セ
ン
タ
―

　
（
℡
２
７ｰ

１
６
５
４
）

日
時　
１
月
24
日
（
土
）
16
時
～
17
時

場
所　
中
央
公
民
館
談
話
室

内�

容　

退
職
後
に
梨
づ
く
り
を
始

め
る
た
め
の
準
備
や
サ
ポ
ー
ト

体
制
に
つ
い
て
の
説
明
会
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

関�

係
機
関　

倉
吉
農
業
改
良
普
及

所
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
東
郷
果
実
部
、

役
場
産
業
振
興
課

申
込
期
限　
１
月
19
日
（
月
）

申�
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

町
二
十

世
紀
梨
を
大
切
に
す
る
町
づ
く
り

委
員
会
事
務
局
・
役
場
産
業
振
興

課
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
４
）

　　
認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
介
護
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

日
時　
１
月
28
日
（
水
）
10
時
～
12
時

※
11
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
個
別
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場
所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

対�

象
者　
認
知
症
な
ど
の
人
の
介
護
者

問�

い
合
わ
せ　
役
場
福
祉
課
地
域
包

企
業
相
談
所
）
で
は
、
介
護
休
業
や

奨
励
金
制
度
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
る
こ
と
で
、
仕
事
と
介
護
と
の

両
立
を
支
援
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
み
な
く
る
倉
吉

　
（
℡
０
１
２
０ｰ

６
６
２ｰ

３
９
０
、

　
平
日
９
時
～
17
時
30
分
）

　国際ワン切り詐欺が増加しています。国際ワン切り詐欺とは、1 回の呼び出し音で電話を切る「ワン切
り」を国際電話で行い、着信履歴を残すことで折り返しの電話をかけさせる詐欺の手口です。たとえば「+」
から始まる海外の電話番号から突然電話がかかってきた場合、国際ワン切り詐欺の可能性があります。
　国際電話に折り返してしまうと高額な電話料金を請求され、その電話料金の一部が海外の通信会社を通
じて犯罪グループに還元される仕組みとなっています。
　見覚えのない電話に出ないよう注意しましょう。また、折り返しの電話をするか迷った場合は、インター
ネットで番号を検索するなどして、発信元の確認を行いましょう。
問い合わせ　役場産業振興課（℡ 35-5383）、中部消費生活センター（倉吉交流プラザ２階／℡ 22-3000）

国際ワン切り詐欺にご注意ください！消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル

健

康

相

談

日

介
護
離
職
を
防
ぐ
に
は

目

の

健

康

相

談

催
し
も
の

町
防
犯
機
器
購
入
補
助
金

製
本
・
活
版
体
験

身
体
障
が
い
者
自
動
車
改
造
費
等
助
成

そ
う
だ
ん

家

族

の

つ

ど

い

消

費

生

活

相

談

informationくらしの情報

17 広報ゆりはま



　本年度まで地区の保健推進委員に希望調査表の配布・回収
を行ってもらい、集団健診の希望の有無を確認し、日程調
整をしていましたが、令和８年度から集団健診の予約はオ
ンライン健診予約システムまたは電話での予約になります。
予約システムでの予約方法については、『広報ゆりはま６月
号』をご覧ください。
■問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

集団健診の予約が
来年度から変わります！

令和８年３月から
予約開始予定

オンライン健診
予約システム
はこちら→

→

広報ゆりはま掲載広告募集中

【問い合わせ】役場デジタル・みらい戦略課（℡ 35-5306）

１号広告＝縦５㎝×横18㎝　月額20,000円
２号広告＝１号の２分の１　　月額12,000円
３号広告＝１号の３分の１　　月額　7,000円
※掲載できる広告は、町内の産業発展と住民生
活の向上に資するものなどに限り、広告の版に
かかる責任および作成費用は広告主が負います。

　町内の個人や団体が、生涯学習の実践発表の場と
して楽器演奏や踊りなど日頃の成果を発表する「ゆ
りはま文化芸能祭第 22 回芸能大会」を 11 月 16 日に
ハワイアロハホールで開催しました。今年は、大人
から子どもまで 31 団体 241 人が出演。会場は大きな
拍手や手拍子で盛り上がりました。

ゆりはま文化芸能祭
　　　　第 22 回芸能大会

東郷浪人踊保存会による「東郷浪人踊り」

予約システム
または電話希望調査表

現在

　11 月 29 日にドライフラワー専門店から食器やインテ
リアなどの商品を新たにそろえたライフスタイルの場と
してリニューアルオープンした「さくら工芸品工房」内
の『W&Co.』。12 月にはお正月のしめ縄飾りも人気でした。
店内には色とりどりの花々が並び、自分の好きな種類や色
を自由に選んで、花束作りなどを体験することができます。
　代表の若本ひろみさんは「長く綺麗に楽しんでいただけ
るのがドライフラワーの魅力です」と笑顔で話してくださ
いました。

ドライフラワーを使ったしめ縄飾り

若本さんが作るしめ縄飾り

18広報ゆりはま



交通事故
件　数　　    　　件  　（  9）
死　者　　    　　人  　（  0）
重傷者　　    　　人  　（  0）
軽傷者　　    　　人  　（10）

０
０
０
０

11月中まとめ（年間累計）

人　口    　　　　  人　（ -20）
おとこ    　　　　  人　（ -16）
おんな    　　　　  人　（ - 4）
世帯数    　　　　世帯（ - 6）

16,097
7,705
8,392
6,565

11月 30日現在（前月比）人の動き

調 査 日

　７日
１６日
２１日
３０日

（前年11月：100～120cm）
透 明 度
１２０cm
１２０cm
１３０cm
１５０cm

東郷池透明度調査〔11月〕

もっと身近で
もっと豊かな
東郷池へ

【11月のごみ分別優秀集落】

家庭ごみ    　　　㌧  （-2.2）296.1

　「蛍光管」「乾電池」「充電池一体型製品」は
「有害ごみ」の日に出してください。不燃ごみ
の日には出せませんのでご注意ください。詳
しくは日程表、分別冊子をご覧ください。

■　蛍光管、乾電池などは ｢有害ごみ」

ごみの量 11月（前年同月比）

光吉、浜、新川、赤池、上橋津、小浜、筒地、泊２、泊４、泊６、原、
松崎ニ、松崎三、松崎四、松崎五、藤津、白石、北福、福永、田畑二、
川上、高辻、田畑、引地、麻畑、長和田、埴見、レークビレッジ

～運動教室～
▢℡役場健康推進課 35-5375

ココカラ筋力アップ運動教室
▢時毎週火曜日（27 日はお休み）19 時
30 分～ 20 時 30 分 ▢場ゆアシス東郷龍
鳳閣 ▢￥ 500 円（６日は無料） ▢定先着
15 人
歩き方・リズムウオーキング教室
▢時毎週水曜日 10時～ 11時 ▢場北溟体育
館 ▢￥ 500 円（７日は無料）  ▢持上履き
温泉ウオーキング教室
▢時 13 日（火）～ 28 日（水）の月・火・
水曜日（27 日はお休み） 月＝ 14 時～
14 時 45 分、火・水＝ 13 時 30 分～
14時 15分 ▢場ゆアシス東郷龍鳳閣 ▢￥入
館料（水着レンタル 300 円）
～あやめ池スポーツセンター教室～

▢℡ 32-2189
みんなのヨガ教室
▢時 ５・19・26 日（月）10 時～ 11 時 
▢定 12 人（子ども同伴不可） ▢￥ 500 円 
▢持運動服、飲料水
バウンスボール教室
▢時 13（火）10 時～12時 ▢￥ 200 円 ▢持上
履き、飲料水など

～児童館イベント～
浜児童館わくわくタイム
『おそろしい鬼のお面を作ろう』
▢時 24 日（土）14 時～ 15 時 30 分 
▢場浜児童館 ▢定 15 人（申込期限 22 日） 
▢℡ 35-4217
田畑児童館 Jパラダイス
集団遊び『お正月遊びをしよう！』
▢時 24 日（土）13 時 25 分～ 15 時 30
分 ▢場田畑児童館 ▢定 15 人（申込期限 13
日） ▢持水筒、ハンカチ ▢℡ 32-0963

陶芸体験教室
▢時 11 日（日）９時 30 分～ 11 時 30 分 
▢場ふるさと陶芸館 ▢定 12 人（申込期限
８日） ▢￥ 700 円 ▢持エプロンなど 
▢℡町教育委員会生涯学習・人権推進課
35-5367

～こども園オープンデー～
たじりこども園
▢時８日（木）９時45分～10時30分 『お
正月遊びをしよう』
とうごうこども園
▢時 14日（水）９時45分～10時30分 『お
正月遊びをしよう』
まつざきこども園
▢時 14 日（水）10 時～ 10 時 30 分 『お
正月遊びをしましょう』
はわいこども園
▢時 15日（木）９時50分～10時30分 『身
体を動かして遊ぼう』 ▢持水筒
ながせこども園
▢時 16 日（金）10 時～ 10 時 30 分『お
正月遊びをしよう』 ▢持着替え、水筒
ニチイキッズ湯梨浜ながえ保育園
▢時 17 日（土）10 時 10 分～ 10 時 40
分 ▢対０、１歳児『お正月あそびをしよ
う』▶▢時 30 日（金）10 時 10 分～ 10
時 40 分 ▢対０、１歳児『てづくりおも
ちゃであそぼう』 ▢℡ 32-2320（園見学・
子育て相談も受け付け中）
あさひこども園
▢時 20日（火）９時30分～10時30分 『お
店屋さんごっこをしよう』

～そうだん～
マイナンバーカード休日窓口
▢時 11 日（日）９時～ 12 時 ▢場役場町
民生活課 ▢℡役場町民生活課 35-5319
特設人権・行政相談所
▢時８日（木）13 時～ 15 時 ▢場中央公民
館▶▢時 13 日（火）13 時～ 15 時 ▢場中
央公民館羽合分館▶▢時 20 日（火）13
時～ 15 時 ▢場役場泊支所 ▢℡役場東郷支
所 32-1111
ふれあい総合相談所　※要予約
【法律】 ▢時 14 日（水）13 時 30 分～ 15
時 30 分 ▢場中央公民館羽合分館 ▢℡暮ら
しサポートセンターゆりはま（町社会
福祉協議会）35-2351

♪暮らしのお知らせ広場
詳細は町ホームページのイベントカレンダーをご覧ください。
▢時：開催日時  ▢場：場所  ▢対：対象  ▢定：定員  ▢￥：料金
▢持：持参品  ▢℡：問い合わせ・申込先

informationくらしの情報
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ゆ
元気いっぱい！！

キッズ
りはま
HAPPY

BIRTHDAY!!

月生まれ
１

カミカミレシピ
ひみこの歯がいーぜ！

2026年
１

月
　

vol.256

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
お
正
月
ら
し

い
写
真
を
撮
り
た
く
て
、
さ
く

ら
工
芸
品
工
房
の
「
Ｗ
＆
Ｃ

о
．」
を
訪
ね
ま
し
た
。
代
表

の
若
本
さ
ん
が
お
客
様
の
好
き

な
お
花
や
色
に
合
わ
せ
て
ひ
と

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
仕
上
げ
る
し

め
縄
飾
り
に
は
、
お
花
選
び
や

配
置
へ
の
こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
し
め
縄
飾
り
が
素

敵
す
ぎ
て
、
写
真
を
撮
り
な
が

ら
思
わ
ず
「
か
わ
い
い
で
す
」

と
お
伝
え
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
お
り

R7. １.30 生まれ（長瀬中部）
（晴輝さん・芽生奈さん）

河本　宇
う い

絃ちゃん
１歳のお誕生日おめでとう★いつも癒やしを
ありがとう たくさん食べて大きく育ってね！

　よくかむことで、食べ物本来の味がよくわかります！
　今回はダイコンとニンジンで紅白にしてみました
が、他の根菜でもできます。揚げたてがおすすめです。

　住所・氏名・生年月日・保護者氏名・電話番号・
35 字程度のコメントを添えて、メールにて役場デジ
タル・みらい戦略課にお申し込みください。
※申し込み後５日以内に担当者からの受領報告がな
い場合は、役場デジタル・みらい戦略課へご確認く
ださい。

満４歳までのお子さんの写真を募集

【２月生まれの締め切り】１月６日火（先着順）

フライドやさい
■���材料（４人分）
ダイコン…200g、ニンジン…
80g、片栗粉…大さじ２、揚げ
油…適宜、塩…３つまみ
■ �1 人分  エネルギー 92kcal、

たんぱく質 0.4g、食塩相当
量 0.3g
■�作り方
①�ダイコンとニンジンを洗って、皮ごと７～８㎜の
厚さの輪切りにし、それを拍子木切りにする。

②�ポリ袋に①と片栗粉を入れて、袋の中で粉をしっ
かりまぶす。

③�フライパンに１㎝程度の油を入れて熱し、②をくっ
つかないように入れていき、カラッとするまで揚
げる。

④塩をふりかけ、器に盛る。
■問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

「ひみこの歯がいーぜ」は、よくか
むことで得られるメリットを覚え
やすいように作られた言葉です。

新春みんなでかけろう会
　申し込みは不要ですので、直接会場にお越し
ください。
■日時　１月３日（土）
　受け付け開始＝９時 30 分、開会＝９時 40 分
■会場　ハワイアロハホール多目的広場
■�種目　ジョギングの部、ウオーキングの部、
ノルディックウオーキングの部

※いずれも２kmと３kmのコース
※雨天中止
■�問い合わせ　町教育委員会生涯学習・人権推
進課（℡ 35-5368）

　110 番は、事件・事故などが発生した際、警
察官が緊急で現場対応するための「緊急専用電
話」です。
　緊急の対応を必要としない相談・問い合わ
せなどは、各警察署または警察総合相談電話
（#9110、平日８時 30 分～ 17 時 15 分）など各
種相談窓口に電話をお願いします。
　最近のスマートフォンには、緊急通報機能を
有するものがあり、間違って 110 番通報する
ケースが多くなっています。誤って 110 番通報
した場合でも、担当者が事件・事故の有無など
を確認しますので、ご協力をお願いします。
■問い合わせ　倉吉警察署警務課（℡ 26-7110）

１月 10日は「110 番の日」
広
報
ゆ
り
は
ま
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